
令和６年度新チーム大分強化事業 
 

 

 

申請書・報告書記載要領 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県競技力向上対策本部 



○補助金交付申請書（第１号様式） 

 

 

 

文書番号および 

年月日を記載 

協会・連盟の住所・団体名・代表者名を

記載し、会長印を捺印 

「記」以下は

空欄で 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名を記載 
種別を記載 

○実施計画書は、基本的には種別ごとに作成。競技の特性により、一緒に強化を行う場

合は、種別の欄に「成年男女」や「少年男女」、「全種別」などのように記載すること。 

 

○事業名には、「強化練習」、「強化合宿」、「県外遠征」、「優秀指導者招聘」、「優秀選手

（チーム）の招聘」、「指導者の派遣（戦力分析）」、「トレーニング相談等」、「ふるさと

選手制度の活用」、「指導者の養成」、「その他の経費」のどれかを記載すること。 

 

＊「保険料」については、新チーム大分強化事業の予算を使用する場合には、「No.1」

の欄に「保険料」として計上すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名を記載 

内示額を記載 

競技団体が 

負担する額 

支出の合計額 

と同額 

収入の合計額 

と同額 

右にある事業

内訳の合計金

額を記載。 

＊全種別を合

計したものに

なります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀指導者の名前や所属は、間違いのないように記載すること。 

選手・チームの名前や所属は、間違いのないように記載すること。 

派遣者の名前や所属は間違いのないように記載すること。 

指導者・選手の名前や所属は、間違いのないように記載すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前や所属は間違いのないように記載すること。 

選手名や所属は間違いのないように記載すること。 

ふるさと選手名や所属は間違いのないように記載すること。 

指導者名や所属は間違いのないように記載すること。 

＊国体監督資格の取得予定者に限る。 



 

 

 

 

 

補助限度額や県内・県外交通費早見表を参考に予算を作成すること。 

認定額については、競技力向上対策本部で記入。 



 

 

 

 

 

 

用具やその他の経費に関しては、事前に相談すること。 

認定額については、競技力向上対策本部で記入。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別毎の支出予定額を記載すること。 

特に、「ジュニア」種別に関しては、内示額を必ず超えるように作成すること。 

認定額については、競技力向上対策本部で記入。 

競技名を記載。 



○補助金変更承認申請書（第２号様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊補助金返納の必要が生じた場合に使用する様式。 

協会・連盟の住所・団体名・代表者名を

記載し、会長印を捺印 

文書番号および 

年月日を記載 

変更前は（  ）に記載。変更後は（  ）下に記載すること。 

変更後の実施計画書や予算書等を再提出すること。 



○補助金交付請求書（第５号様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出された申請書が受理された後、補助金交付請求書を提出すること。 

協会・連盟の住所・団体名・代表者名を

記載し、会長印を捺印 

文書番号および 

年月日を記載 

銀行口座は、必ず、競技団体代表者名義の口座にすること。 

代表者の変更がある場合は、口座名義をすみやかに変更すること。 

口座番号等は間違いのないように、記載すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協会・連盟の団体名・住所・団体名・代

表者職氏名・生年月日・性別を記載し、

会長印を捺印。 

日付を記載。 

（基本的には４月１日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新チーム大分強化事業に参加する高校生以下の選手には、保護者から同意書を取ること。 

集めた同意書は、競技団体で保管すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新チーム大分強化事業依頼文が必要な方を記載すること。 

送付先の住所や所属長の氏名については、間違いのないように気をつけること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新チーム大分強化事業における個別の事業に対して文書が必要な場合にはこの様式に記載し、

競技担当まで提出すること。 

なお、少年種別の授業日や成年種別の勤務日に遠征に出る際には、事前に所属長の許可を取る

こと（こちらから送付する文書を根拠に平日に遠征等に行くことはできません）。 



 

○実績報告書（第６号様式） 

 

 

 

 

 

 

 

実績報告書は、事業完了から１ヶ月以内または、４月５日のいずれかの早い日までに

提出すること。 

添付する領収書は写しで良いが、原本は必ず競技団体で管理すること。 

すべての証拠書類は、５年間保存すること。 

協会・連盟の住所・団体名・代表者名を

記載し、会長印を捺印 

文書番号および 

年月日を記載 

全種別を通して、最後に実施した事業

が終了した年月日を記載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名を記載 
種別を記載 

担当者名を記載 

○事業実績書は、提出した実施計画書に基づいて作成すること（基本的には種別毎に作成）。 

 

○事業名には、「強化練習」、「強化合宿」、「県外遠征」、「優秀指導者招聘」、「優秀選手（チー

ム）の招聘」、「指導者の派遣（戦力分析）」、「トレーニング相談等」、「ふるさと選手制度の活

用」、「指導者の養成」、「その他の経費」のどれかを記載すること。 

 

＊「保険料」については、新チーム大分強化事業の予算を使用した場合には、「No.1」の欄に

「保険料」として計上すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名を記載 

提出し

た収支

予算書

と同じ

金額を

記載。 

提出し

た収支

予算書

と同じ

金額を

記載。 

内示額

を記載 

支出の合計額 

と同額 

合計額－内示額 

右にある事

業内訳の合

計額を記載。 

＊全種別を

合計したも

のになる。 

合計額 

を記載。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別毎の支出予定額を記載すること。 

特に、「ジュニア」種別に関しては、内示額を必ず超えるように事業を執行すること。 

認定額については、競技力向上対策本部で記入。 

競技名を記載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名を記載 種別を記載 

○実施した事業ごとの支出経費を記載すること。 

 

○認定額については、競技力向上対策本部で記入するので、空欄のまま。 

支出経費の合計を記載 
認定額は、競技力向上対策

本部で記入するので、空欄

のまま 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実績書

や精算計算

書の事業番

号を記載 

競技名・種別記載 

○項目・・・「宿泊費」や「交通費」等、費目を記載。 

○日付・・・領収書の発行日を記載。 

○適用・・・項目の詳細を記載。 

○人数・・・人数を記載。領収書との整合性を確認する。 

○備考・・・ホテル名や、電車の乗車区間等を記載。 

○支出額・・それぞれの領収書に通し番号をつけ、その金額を記載。 

○認定経費（限度額）・・・競技力向上対策本部で記入。 

○認定額・・・競技力向上対策本部で記入。 

 

※すべての事業において、「全国旅行支援事業」による割引やクーポン

利用は認められませんのでご注意下さい。 

備考欄に事業内容の説明を記載してください。 

（例：大分⇔福岡（交通費上限 8000円×10名）レンタカー） 

※もし、行動が複雑な場合には別紙行程表を添付願います） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実績書・精算計算書の事業番号を記載。 

事業実績書・精算計算書・精算内訳書と一緒にすること。 

競技名・種別記載。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実績書・精算計算書の事業番号を記載。 競技名・種別記載。 

事業実績書・精算計算書・精算内訳書と一緒にする。 

○同一市内での移動にかかる県内交通費は支出できません。 

○詳細は、県内交通費早見表を参照のこと。 

○受領者本人による自署のフルネームのサインを記載してください。 

代筆は不可（令和５年度より）。 

○源泉徴収のため、旅費を謝金に含める場合は、この領収書は必要ありません。 

 （新チーム大分強化事業領収書添付要領 P2 参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名・種別記載。 事業実績書・精算計算書の事業番号を記載。 

事業実績書・精算計算書・精算内訳書と一緒にする。 

受領者本人による自署のフルネームのサインを記載してください。 

代筆は不可（令和５年度より）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や課題、感想等を記載。できるだけ詳細に記載すること。 

（監査での指摘事項として記載不足を指摘されました。実施者が責任を持って記載願います） 

競技名・種別・記載責任者を記載 


